
特集１

INTERVIEW 離職や家族との死別などによる孤独から、再び社会とつながり歩み始めた人にお話を伺いました。

孤独になるきっかけは、
いつ、だれにでも訪れる

内閣府が令和５年に行った孤独・孤立の実態に関する調
査では、程度の差こそあれ孤独感を感じている人の割合
は39.3㌫に上りました。コロナ禍が明け、外出する機会
が増えたとはいっても、令和４年の40.3㌫から横ばいの
状況にあります。そして、孤独感に強く影響を与えたと
思われる出来事として多かったのは、「家族との死別」や

「一人暮らし」「転校・転職・離職・退職」「病気・けがな
ど」

「人間関係による重大なトラブル」といったもの。いずれ
も、多くの人が人生のあらゆる場面で経験することのあ
る出来事と言えます。
今年４月、国では深刻化する社会的な孤独・孤立の対策
に取り組むため、孤独・孤立対策推進法が施行されまし
た。

人とのつながり。人とのつながり。

ひとりぼっちだと感じる「孤独」。社会から離れ、居場所のない「孤立」。
望まない孤独・孤立は、その人から自分らしさを奪い、人生に深刻な影響を及ぼすことも。

新年度が始まり、生活のリズムや環境が変わった人も多いこの時期。
あらゆる生活の変化が、孤独・孤立のきっかけになることがあります。

孤独・孤立にならず、誰もが自分らしくいるために重要なのは、人と人とがつながり合うことです。

●問合せ　よりそい支援課（☎34・6791、FAX33・2940、✉yorisoi@city.toyota.aichi.jp）

孤独・孤立を救う、孤独・孤立を救う、

家族との
死別

一人暮らし

離職
病気
けが

社会復帰に向け就労訓練に励む

羽田 茂樹さん

　システムエンジニアの仕事を辞め、父が営む鉄工所
を手伝うようになったのは約15年前のことです。その
後、父がけがによって要介護状態になったため、私は
介護のため実家に戻り、父との二人暮らしを始めまし
た。四六時中、一人で介護をする生活はとても大変で、
介護に追われる日々では、社会や人とのつながりはほ
ぼありません。私は孤独・孤立の状態になっていました。
父の年金収入に頼るなか、自分の将来に対する漠然と
した不安は膨らみ、就労への意識はどこかにありなが
らも、誰かに相談をする余裕さえありませんでした。
それでも、親の介護は自分の責任・役割と考えていま

孤独・孤立になっても、よりそう人、相談先がある。そのことに気づけるかどうかもまた大切なことと言えます。

したから、とにかく介護を全うしました。７年程して、
父が他界。その時、「介護」という私の唯一の役割も無く
なりました。残るのは、膨らむ「この先」への不安。藁に
もすがる思いで、以前に目にして覚えていた市の相談窓
口に連絡しました。そして何とか今、就労継続を支援す
る事業所の就労訓練に参加して、不登校の子どもへのパ
ソコン指導などをしています。昔のシステムエンジニア
としての経験や知識が生きていることは嬉しいし、子ど
もに何かを教えるという幼い頃の夢も思い出しました。
少しずつですが、人とのつながりが増え、自分らしさや
自分の人生を取り戻しつつあると感じています。

できることをきっかけに
人とつながることで
自分らしく

NEWS EVENT

４月から市役所の福祉総合相談課が「よりそい支援
課」に名称を変更しました。誰一人取り残さない施
策を総合的に調整する部署として、孤独・孤立に関
する相談にも、これまで以上に一人ひとりに寄り添
ってお話をうかがいます。お気軽にご相談ください。

よりそい支援課を新設。
孤独・孤立に関する相談にも
これまで以上に寄り添います

東庁舎の１階！ 趣味・得意な
ことでも！

孤独・孤立対策強化月間（５月）に合わせ、
「キックオフシンポジウム」を開催します！
とき／５月26日（日）午後１時～　　ところ／博物館
内容／①基調講演
　　　「（仮）地域共生社会に向けてなぜ今、孤独・孤立対策なのか」
　　　（前 内閣官房孤独・孤立対策推進室長　山本麻里氏）
　　　②パネルディスカッション
　　　「（仮）それぞれの立場から考える社会との接点が
　　　　増える意義と増やし方」
　　　③学芸員による博物館オプショナルツアー（希望者のみ）
定員／先着50人
申込み／５月７日（火）午前10時から
　　　　申込みフォーム 申込み

つながるきっかけはそれぞれ。
一緒に孤独・孤立について考えよう
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＜問合せ＞財政課（☎34・6614、FAX32・9479、✉zaisei@city.toyota.aichi.jp）
詳細はこちら
市ホームページ

特集２
令和６年度 予算のあらまし

▼　令和６年度の当初予算について

　今年度の当初予算は、市長選挙が２月に行われたため、骨格予算として編成しました。
　骨格予算とは、選挙などにより政策的な判断が難しいといった理由で、継続的な事業を中
心に編成する予算のことです。
　骨格予算としながらも、市民の暮らしの応援や安全安心に関する事業、喫緊の課題解決に
確実に対応する事業などについては、新たな事業に必要な経費も計上しています。
　さらなる新たな事業に必要な予算については、今後、補正予算（肉付け予算）として議会に
提案する予定です。

●官民連携介護予防「ずっと元気！プロジェクト」　１億1,582万円
急速な高齢化に伴う介護リスクの上昇に対応するため、引き
続き民間の知見を活用した高齢者に対する介護予防事業を実
施します。

●加齢性難聴などへの補聴器購入助成　　　　525万円
　障がいのある人に加え、聴力の低下で日常生活に支障がある
　人の補聴器購入に対する助成制度を新設します。

●認知症伴走型支援事業　　　　155万円
認知症の人の家族が日常生活において抱える困り事に対して、
専門職が助言などを行う窓口を新たに設置します。

●介護人材確保の推進　　　　1,991万円
介護サービス事業所に対して、職員のスキルアップや職場環
境向上の支援、介護人材定着を図るためのコーディネーター
派遣をします。また、介護人材確保のため、多様な担い手の
創出を推進します。

拡充

拡充

新規

超高齢社会への適応重点施策１

「ずっと元気！プロジェクト」の様子

●こども園・幼稚園から中学校までの給食費無償化　　　　19億7,055万円
　※予算額は、無償化に伴う歳入の減少額

●小中学校体育館などの空調設備の整備　　　　39億2,045万円（債務負担行為 25億5,388万円）

　全小中学校の体育館・武道場に空調設備を整備します。

●高校生世代までの医療費無償化　　　　26億2,229万円
　通院の医療費助成の対象を高校生世代まで拡大します。また、
　大学生などの入院費の無償化を引き続き実施します。

●名鉄豊田市駅駅舎の整備　　　　１億9,030万円（債務負担行為 59億5,000万円）

　名鉄豊田市駅の耐震化を実施し、北改札口を整備します。

●FIA世界ラリー選手権「ラリージャパン2024」の開催　５億円
　昨年度に引き続き、世界三大モータースポーツの一つで、公道最速の世界王者を決める世界
　ラリー選手権を開催します。開催期間は、11月21日（木）～24日（日）です。

拡充

新規

「ひと」と「しごと」が集まるミライへの投資重点施策２

新規

新規

●ＳＤＧｓの達成に向けた取組　1,889万円
　ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）達成に向け、ＳＤＧｓパートナーの交流促進や、ＳＤＧｓ認証制
　度の運用をします。

●都市と山村の共生推進　4,702万円
　都市部の市民に本市の山村地域を知ってもらう山村ツアー
　の開催や、都市の企業、団体と山村地域との関係づくりを支援
　する「おいでん・さんそんセンター」の運営などにより、都市と
　山村の交流の機会を創出します。

●粗大ごみ受付のオンライン化　　　　515万円
　粗大ごみの収集受付をオンライン化し、24時間申込みができるようにします。

●スマート窓口の拡充　　　　2,731万円
　印鑑登録、マイナンバーカードなどの申請手続を追加し、「書かない・待たない窓口」を推
　進します。

拡充

まちの課題解決力の強化重点施策３

新規

担い手創出を目的とする
「介護の仕事相談会」の様子

山村地域における企業の人
たちの田植え体験の様子

▼　令和６年度の主な事業

※

※債務負担行為…将来的には支払う見込みがあるが、今年度中には支払う予定がない費用のこと

※ 豊田市の給食
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たちの田植え体験の様子

▼　令和６年度の主な事業

※

※債務負担行為…将来的には支払う見込みがあるが、今年度中には支払う予定がない費用のこと

※ 豊田市の給食
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都市計画税　　　　　　　　  　 46.0億円

森林環境譲与税　　　　　　　    2.0億円

地方消費税交付金
社会保障財源分

6.9億円
23.7億円
　2.3億円
13.1億円

　1.4億円
0.3億円
　0.3億円

10.8億円
9.4億円
6.2億円
　5.0億円
5.0億円
18.9億円

55.3億円

区画整理
街路事業・公園整備
下水道事業への負担金・出資金
市債の償還（元金）

森林整備
人材育成
木材利用・普及啓発

療養給付費負担金
介護給付費繰出金
子ども医療助成費
教育・保育給付費
定期予防接種費
その他

特集２

物件費
扶助費
普通建設事業費
人件費
補助費等
繰出金
そのほか

施設の維持管理費な
ど

児童手当・生活保護費な
ど

道路や建物の建設費な
ど

職員の給与な
ど

補助金な
ど

特別会計などへの補てん
積立金・公債費な

ど

市税
国庫支出金
県支出金
地方消費税交付金
使用料及び手数料

市債
そのほか

市民の皆さんや事業所などが納めるお金
使い道が決められている国から入るお金
使い道が決められている県から入るお金
地方消費税のうち県から配分されるお金
市の施設やサービスなどを利用したときに
かかるお金
国や銀行などから借りるお金
前年度からの繰越金や基金からの繰入金な

ど

民生費
　　　　
教育費

土木費
総務費
衛生費

消防費
そのほか

高齢者や障がいのある人、子育てなどを
支えるためのお金
学校整備やスポーツ・文化などを盛んに
するためのお金
道路や公園などを整備するためのお金
地域振興や庁舎管理、選挙などのお金
病気の予防、ごみ処理や環境を守るため
のお金
災害対策、被害軽減などのためのお金
公債費や商工費、農林水産業費な

ど

　特別会計とは、特定の事業を行う場合に、一般会計と区別して設置する会計です。その特定の収入
をもって特定の支出に充てます。
　国民健康保険、介護保険、土地区画整理など10会計があります。

▼ 　令和６年度当初予算

　企業会計とは、独立採算制を原則とする企業経営色の強い事業の会計です。
　水道事業会計と下水道事業会計の２会計があります。

●名鉄三河線若林駅付近連続立体交差事業
●小中学校体育館等空間設備整備事業
●豊田参合館長寿命化等改修負担事業　な

ど

440.7億円
348.7億円
302.6億円
46.0億円
117.2億円

（35％）
（28％）
（24％）
（４％）
（９％）

固定資産税
法人市民税
個人市民税
都市計画税
そのほか

前年度比3.8㌫増
（単位：億円）

■個人市民税　■法人市民税　■固定資産税　■その他

314 320326 328

306
126165 74

433
441422

416

159
158

155
155

316

311

418

収 入
（市に入るお金）

1,954.3億円

市 税
1,255.2億円
（64％）

市 税
1,255.2億円
（64％）国庫支出金

271.5億円（14％）
国庫支出金

271.5億円（14％）

県支出金
120.3億円（６％）

県支出金
120.3億円（６％）

市債
10.0億円（１％）

市債
10.0億円（１％）

地方消費税交付金
104.1億円（５％）

地方消費税交付金
104.1億円（５％）

そのほか
163.7億円
（８％）

そのほか
163.7億円
（８％）

使用料及び手数料
29.5億円（２％）

使用料及び手数料
29.5億円（２％）

民生費
701.5億円
（36％）

民生費
701.5億円
（36％）

土木費
309.5億円
（16％）

土木費
309.5億円
（16％）

総務費
208.5億円
（11％）

総務費
208.5億円
（11％）

教育費
317.2億円
（16％）

教育費
317.2億円
（16％）

衛生費
170.5億円
（９％）

衛生費
170.5億円
（９％）

そのほか
160.6億円
（８％）

そのほか
160.6億円
（８％）

消防費
86.5億円（４％）

消防費
86.5億円（４％）

支 出
（市が使うお金）

1,954.3億円

普通建設事業費
366.2億円
（19％）

普通建設事業費
366.2億円
（19％）

物件費
392.3億円
（20％）

物件費
392.3億円
（20％）補助費等

235.8億円（12％）
補助費等

235.8億円（12％）

扶助費
387.5億円
（20％）

扶助費
387.5億円
（20％）

人件費
352.3億円（18％）

人件費
352.3億円（18％）

そのほか
130.5億円
（６％）

そのほか
130.5億円
（６％）

繰出金
89.7億円（５％）

繰出金
89.7億円（５％）

支 出
（市が使うお金）

1,954.3億円

令和６年度 予算のあらまし

●一般会計 1,954億2,653万円
■収入

■支出（目的別）

■支出（性質別）

市税の推移

貯金残高と借入金残高の推移

目的のある収入の使い道

将来のまちづくりへの投資　 366億円

前年度比2.5㌫増●特別会計 729億9,973万円

前年度比3.4㌫減●企業会計 353億3,035万円

総　額 前年度比2.6㌫増3,037億5,661万円
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扶助費
普通建設事業費
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補助費等
繰出金
そのほか
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ど
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ど
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ど
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ど

特別会計などへの補てん
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ど

市税
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県支出金
地方消費税交付金
使用料及び手数料

市債
そのほか

市民の皆さんや事業所などが納めるお金
使い道が決められている国から入るお金
使い道が決められている県から入るお金
地方消費税のうち県から配分されるお金
市の施設やサービスなどを利用したときに
かかるお金
国や銀行などから借りるお金
前年度からの繰越金や基金からの繰入金な

ど

民生費
　　　　
教育費

土木費
総務費
衛生費

消防費
そのほか

高齢者や障がいのある人、子育てなどを
支えるためのお金
学校整備やスポーツ・文化などを盛んに
するためのお金
道路や公園などを整備するためのお金
地域振興や庁舎管理、選挙などのお金
病気の予防、ごみ処理や環境を守るため
のお金
災害対策、被害軽減などのためのお金
公債費や商工費、農林水産業費な

ど

　特別会計とは、特定の事業を行う場合に、一般会計と区別して設置する会計です。その特定の収入
をもって特定の支出に充てます。
　国民健康保険、介護保険、土地区画整理など10会計があります。

▼ 　令和６年度当初予算

　企業会計とは、独立採算制を原則とする企業経営色の強い事業の会計です。
　水道事業会計と下水道事業会計の２会計があります。

●名鉄三河線若林駅付近連続立体交差事業
●小中学校体育館等空間設備整備事業
●豊田参合館長寿命化等改修負担事業　な

ど

440.7億円
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1,255.2億円
（64％）
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